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1. はじめに

語研ニュースで英語の辞書の連載を始めてから

４回目となるが､今回は ｢シソーラス｣ (thesaurus)

を取り上げたいと思う｡ 学生諸君はシソーラスを

使ったことがあるだろうか｡ またそもそも ｢シソー

ラス｣ という辞書の存在を知っているだろうか｡

日本語の場合､ シソーラスのように用いることが

できる類語辞典・類義語辞典の類は昔からあった

が､ 実際に ｢シソーラス｣ という名称が題名に付

き､ 英語のシソーラスと同じような特徴を備えた

ものは､ 私の知っている限り､ (1) の辞書が発行

された2003年までなかったと思われる｡

(1) 山口 翼 (編) (2003) 『日本語大シソーラス

―類語検索大辞典―』 大修館書店

では､ シソーラスとはいったいどのような辞書

だろうか｡ まず２回目の連載 (語研ニュースNo.

22) で紹介した英英辞典を用いて､ ｢シソーラス｣

の定義を調べてみよう｡

(2) thesaurus

a. A thesaurus is a reference book in which

words with similar meanings are grouped

together. [COBUILD 5 ]

b. a type of dictionary in which words with

similar meanings are arranged in groups

[CALD 3 ]

c. a book in which words are put into groups

with other words that have similar meanings

[LDOCE 5 ]

d. a book that contains lists of words that

have similar meanings [MED 7 ]

英英辞典の定義を見ると､ シソーラスというのは

いわゆる ｢類語辞典・類義語辞典｣ ということが

分かるだろう｡ では､ なぜ “synonym dictionary”

(類義語辞典) と呼ばずに､ “thesaurus” (シソー

ラス) と呼ぶのだろうか｡ ちなみにシソーラスの

語源は ｢宝物を入れておく倉庫｣ の意味を持つギ

リシャ語の “ ” (thesauros) である｡ こ

のシソーラスの名付け親は､ 初めてシソーラスを

世に送り出したイギリス人の Peter Mark Roget

(ロジェ) である｡ 1852年に､ 当時73歳であった

ロジェが､ 長年趣味として行っていた ｢概念

(idea) に基づいて単語を分類する｣ (the grouping

of words according to ideas) 作業を実際に本に

して出版し､ Thesaurus of English Words and

Phrases: Classified and Arranged so as to

Facilitate the Expression of Ideas and Assist in

Literary Composition というタイトルを付けた｡

このロジェのシソーラスはその後何度も改訂され

ると共に､ 様々な出版社からロジェのシソーラス

のコンセプトを踏まえたシソーラスが出版されて

いるが､ ロジェのオリジナルのコンセプトを活か

したシソーラスを見たい人は､ (3) を見てみると

よいであろう｡

(3) Kipfer, Barbara A. (ed.) (2010) Roget’s Inter-

national Thesaurus (7th Edition), Harper-Collins

Publishers.

このように､ シソーラスの語源を踏まえて考え

てみると､ シソーラスは ｢ことばが詰め込まれた

宝箱｣ ということになり､ 常に手許に大切に持っ

ておきたい辞書であるような印象を受けるが､ 次

節で実際にシソーラスを見て､ その感覚を試して

みよう｡
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2. シソーラスの使い方

例として､ “suggest” (提案する) をシソーラス

で引いてみる｡

(4) The Princeton Language Institute (ed.) (2005)

Roget’s 21st Century Thesaurus (Third Edition),

Bantam Dell.

(5) Waite, Maurice et al. (eds.), (2006) Oxford

Paperback Thesaurus (Third Edition), Oxford

University Press.

さて､ このシソーラスを見て､ 学生諸君はどの

ような印象を持っただろうか｡ ｢何じゃこれ!?｣､

｢ただ単に単語が並んでいるだけですが...｡｣､

｢いったいこれで何が分かるのですか｡｣､ ｢どうやっ

て使えばいいのですか｡｣... などと言いたいとこ

ろであろう｡ 日本語の類語辞典・類義語辞典なら､

ある単語を引けばその類語・類義語が載っており､

各語の下に意味が明記されている｡ しかし上記の

英語シソーラスはただ単に単語が書いてあるだけ

で､ それぞれの語の意味が全く分からない｡

実はシソーラスは､ ｢類語・類義語の意味を調

べる｣ ための辞書ではなく､ ｢類語・類義語を検

索する｣ あるいは ｢類語・類義語の直感を得る｣

辞書なのである｡ 例えば､ 学生諸君の中には英語

で卒業論文を書く人もいるかもしれないが､ 当然

論文の場合は自分の主張が多くなる｡ ｢私は○○

と提案する｡｣ というのを毎回毎回 “I/We suggest

that ...” と書いていると､ 同じ表現ばかりが並ん

でしまい､ 非常に冗長な英語になってしまって､

いきいきとした英語表現ではなくなってしまう｡

こなれた英語表現にするための一つの手段として

は動詞 “suggest” を別の動詞に変えるのがよいが､

いくら考えていても類義語を思い出せないときが

あるだろう｡ そのようなときにシソーラスが活躍

するのである｡ シソーラスで suggestを引くと､

suggestと同じ意味・ニュアンスを持った単語が

挙げられており､ それらの語を見ることにより

｢そうだ､ この単語があった！｣ と類義語を思い

出すことができるのである｡ このようにシソーラ

スは､ 英語を書くときに自分の文章をよりいきい

きとした幅のある文章にするのに非常に役立つ辞

書だと言える｡

シソーラスは英語を書くときだけでなく､ 英語

を読むときにも用いることができる｡ 文章を読ん

でいると､ 知らない単語に出くわす｡ もちろんそ

の語を英英辞典や英和辞典で調べるのもよいが､

シソーラスでその語を引いてみるのである｡ する

と､ そこに挙げられている類語・類義語から､ 知

りたい語がどのような意味やニュアンスを持った

語であるかを知ることができ､ そこから単語の意

味を類推できるのである｡

このように､ シソーラスは手許に置いておくと

何かと役に立つことから､ ペーパーバック版のポ

ケットサイズのシソーラスが多数発行されており､

私はアメリカに留学していたときも､ カフェなど

で鞄からシソーラスを取り出している方を目にす

ることが何度かあったし (今は電子辞書があるの

で､ シソーラスのペーパーバックではなく､ 電子

辞書を持ち歩く人のほうが多いかもしれないが...)､
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雑誌やベストセラーの小説しか置いていないよう

な､ いわば日本のコンビニエンスストアのような

ドラッグストア (薬局) でも､ 雑誌とともにペー

パーバックのシソーラスが売られているのをよく

目にした｡

よってシソーラスは､ どちらかといえばその言

語の母語話者や､ あるいはその言語をよく知って

いる ｢玄人
くろうと

向け｣ の辞書だと言えるかもしれない｡

学生諸君の場合はシソーラスを引いた後､ 出てき

た語を更に英英辞典や英和辞典で引き､ それらの

語のニュアンスを知るという作業が必要であろう｡

ちなみに (4) の Roget’s 21st Century Thesaurus

は､ ｢概念／考え｣ごとに語を分類して載せていた

ロジェのシソーラスを､ もっと使い勝手がいいよ

うにアルファベット順の辞書形式で作り直したも

のである｡ 調べている語にたどりつきやすいので､

学生諸君は (3) のロジェのオリジナルタイプの

シソーラスよりも､ (4) のアルファベット別の辞

書形式のシソーラスのほうが使いやすいだろう｡

3. 大学生が使いやすいシソーラス

3.1 Longman Language Activator (ロングマン

英語アクティベータ)

さて､ 前節でシソーラスは ｢玄人向け｣ の辞書

だと述べたが､ そうすると学生諸君の中には ｢こ

んな玄人向けの辞書､ せっかく紹介してくれても

使えっこないよ｡｣ と文句を言いたくなる人もい

るかもしれない｡ 確かに前節で挙げたシソーラス

は､ 学生諸君にとってはあまり効果的に使うこと

ができないかもしれない｡ しかし実は大学生や大

学院生である学生諸君が使いやすい､ 日本語の類

語辞典・類義語辞典のような要素を取り入れたシ

ソーラスが存在する｡ 本節ではそれら大学生・大

学院生が使いやすいシソーラスを紹介しよう｡

まず紹介したいのは (6) の Longman Language

Activatorである｡

(6) Summers, Della et al. (eds.) (2002) Longman

Language Activator (Second Edition), Pearson

Education. (『ロングマン英語アクティベータ

第２版』 発売：丸善､ 2003年)

この辞書は､ 先にも少し述べたが､ 日本語の

｢類語辞典・類義語辞典｣ のような感覚で使うこ

とができる辞書である｡ 語をまず意味・ニュアン

ス・使い方の点から大きく分類し､ その意味・ニュ

アンス・使い方の下での類義語を書き記している｡

ここまでなら前節のシソーラスと同じなのだが､

このアクティベータが使い勝手がいいのは､ 各類

義語の意味がきちんと明記されてあり､ さらに例

文まで載っているのである｡ 例文から語のニュア

ンスがよく分かるとともに､ またどのような語と

結び付くかといったコロケーション (連語) の情

報も得ることができる｡ では Longman Language

Activatorの “suggest” の項を見て､ この本の使い

勝手のよさを検証しよう｡

次ページ (8) に挙げたように､ suggestをまず

次の５つの意味・ニュアンス・使い方に分類して

いる｡

(7) a. to suggest something (何かを提案する)

b. to make a formal suggestion in a meeting,

report etc. (会議やレポートなど､ 公的な

場面・文書等で提案する)

c. to suggest someone as a suitable person for

a job or official position (仕事や公的な地

位への適任者を推薦する)

d. something that someone suggests (誰かが

提案するもの・こと：名詞)

e. what you say to suggest something (何か

を提案するときの言い方)

この中から､ 自分が探している類義語の意味を持っ

た分類を見つけ出し､ その欄に書かれている各単

語の定義をよく読み､ 例えばいま自分が英語を書

いていて suggestを他の語に置き換えたいのであ

れば､ そこで置き換え可能な語であるかどうかを

考えるのである｡ 例えば (7b) (実際の Longman

Language Activatorの分類では ２ ) には propose,

recommend, put forward, put sth to/before, float,

9
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submit, present, be mootedが挙げられているが､

語の定義を読めば､ これら語の間にもニュアンス

の違いがあり､ 例えば､ suggestを proposeとは置

き換えられても submitとは置き換えられない場

合があることが分かるだろう｡ このように､

Longman Language Activator は ｢シソーラス プ

ラス 英英辞典｣ のような役割を持っており､ 且

つ大きく意味・ニュアンス・使い方を分類してい

ることから､ 求めている語を検索しやすいという

利点を備えている｡

もう一つ､ Longman Language Activatorが役立

つ点は､ 語法やコロケーションが記されていると

いう点である｡ 例えば､ suggestの １ to suggest

somethingの項にある “suggest”を見ていただきた

い｡ ここにはまず [v T] の表記で､ この語が動詞

(verb) であり､ 目的語を取る他動詞 (transitive

verb) であることが記されている｡ また ‘+(that)’

の表記から､ suggestの後に that節を取り､ また

10
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括弧表記から thatは省くこともできることが分か

る｡ ‘+ doing sth’ から動名詞＋名詞の形を取るこ

とが分かり､ また ‘+ where/how/when etc’ の表

記から､ wh句を後に続けられることが分かる｡

次に､ 同じく １ の項にある類義語 “recommend”

を見てもらいたい｡ この語の最後の部分で “be

highly recommended (=people say that it is very

good)” という表記があり､ このことから強く薦

めたい (強く薦められている) というときに副詞

highlyを従えるというコロケーションの情報が得

られるのである｡ このように､ Longman Language

Activatorは ｢シソーラス＋α｣ の性質を持った辞

書だと言える｡

ちなみに､ この Longman Language Activatorの

Introductionには､ ロングマン辞書編集部のディ

レクターである Adam Gadsby氏が次のような文

章を寄せている｡

(9) A traditional dictionary is used mainly to

decode the meaning of unknown words. The

Longman Activator, on the other hand, is

specifically designed to be used by students to

produce their ideas in the English language, in

other words to encode their ideas. The Longman

Activator helps students expand their vocabulary

and improve their ability to express by showing

them:

・ which word has exactly the right meaning

for the context

・ which subjects and objects go with which

particular verbs

・ which phrases or collocations the word

would normally be used in.

伝統的な辞書は､ 主に知らない語の意味を

解読する (decode) ために用いられている｡

一方､ ロングマン・アクティベータは､ とり

わけ学生が自分の考えを英語で産み出す

(produce)､ 言い換えれば自分の考えを変換・

記号化する (encode) ために使うことを想定

している｡ ロングマン・アクティベータでは

以下の点を記しており､ 学生が語彙を増強し

たり､ 考えを表現する能力を高めたりするの

に役立てることができる｡

・ どの語が当該の文脈で､ まさに合った

正しい意味を持っているのか｡

・ どの主語と目的語が個別の動詞と結び

付くのか｡

・ どういった句 (フレーズ) やコロケー

ションのもとで､ 通常その語が用いられ

るのか｡

このように Longman Language Activatorは､ 自

分の考えを適切な語を用いて ｢発信｣ するときに

力を発揮する辞書であることを謳っているのであ

る｡ 英語を書くときに､ この Longman Language

Activatorを､ 前号の語研ニュースで紹介したコロ

ケーション辞典とともに使えば､ 非常に深みのあ

る文章を書くことができるだろう｡ 語の定義が英

語で書かれていることもあり､ ｢ちょっと難しい

なぁ...｡｣ という学生諸君もいるかもしれないが､

この Longman Language Activatorにはもう少し易

しいヴァージョンもある｡

(10) Summers, Della et al. (2006) Longman

Essential Activator (Second Edition), Pearson

Education. (『ロングマン Essential Activator 英

英辞典 (２訂版)』 発行：ピアソン・エデュケー

ション､ 2008年)

Longman Language Activatorでは難しい学生諸

君は､ この Essential から使い始めるのもよいで

あろう｡

3.2 Oxford Learner’s Thesaurus: A Dictionary of

Synonyms (オックスフォード英語類語活用辞典)

次に紹介したいのは､ 学習辞典タイプのシソー

ラスである｡

(11) Lea, Diana et al. (eds.) (2008) Oxford

11
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Learner’s Thesaurus: A Dictionary of Synonyms,

Oxford University Press. (『オックスフォード英

語類語活用辞典』 発売：旺文社､ 2008年)

この辞書も､ Longman Language Activatorと同

じく､ ｢シソーラス＋α｣ の辞書であると言える｡

類義語を載せると共に､ 語の定義を載せている｡

例文も載せているが､ 特徴的なのは､ 例文とは別

に “Patterns and Collocations” という項目を設け

て､ 語の使い方やコロケーションを見やすく表示

している点である｡ 例として､ 同じく “suggest”

を見てみよう｡

(12)

Patters and Collocationsのところで､ suggestや

類義語の implyや indicateは目的語も that節も取

れることが分かる｡ また suggest / imply / indicate /

pointの主語が人ではないときにはどのような語

が主語として生起しやすいかがよく分かる｡ 語の

定義に加えて､ implyの語の下には “NOTE” と

して suggestと implyの違いが詳しく説明されて

いる｡ このように､ ただ単に類義語を見つけるだ

けではなく､ 見出し語自体の特徴､ および類義語

の特徴を学ぶことができる辞書である｡ Longman

Language Activator同様､ 学生諸君には使いやす

いシソーラスであろう｡

4. まとめ

今回は特徴的な辞書ではあるが､ よく英語を書

いたり読んだりする人は頻繁に使っている ｢シソー

ラス｣ (thesaurus) について紹介し､ 加えて学生

諸君が使いやすい ｢シソーラス＋α｣ の性格を持っ

た辞書である Longman Language Activator と

Oxford Learner’s Thesaurus について説明した｡

Longman Language Activator も Oxford Learner’s

Thesaurusもどちらも愛知大学名古屋校舎の図書

館の ｢参考図書｣ のコーナーにあるし､ また図書

館はその他にもシソーラスを所蔵しているので､

学生諸君はぜひ一度シソーラスを手に取って､ こ

の特徴的な辞書の使い勝手の良さを体感していた

だきたい｡
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